
特集

　理学療法士あるいは医療職にとって，「みる」という言葉はさまざまな意味をもっている．「診る」，「看る」，
「視る」など多様な漢字（意味）があてられ，さらに「vision（ヴィジョン）」となると，視覚を超えて「視角（パー
スペクティブ）」，「構想」などを含むことになる．本特集では，理学療法における「ヴィジョン」の多義性が
まとう臨床的意義をさまざまな視角から解き明かす．

視覚というマルチプロセス
―「見つめ合い」の現象学に向けて　稲垣　諭

　本稿では，現象学という現代哲学のアプローチを用いながら「見る」という経験が，対象を単に中立的に
見る働きではないこと，つまり見ることは同時に，それとは別の何かを行ってしまうマルチプロセス的な経
験であることを明らかにする．その際「まなざし」にとって本質的な「見られている意識」および「視線の
交差」において，何が起きているのかを詳述することで，見ることが臨床場面において決定的に重要となる
ポイントとリスクを浮き彫りにする．見ることは，比喩ではない仕方で，他者に触れ，襲い，かかわり，庇
護する関係性の力学を構成する決定的なモメントである．

無視された無視症状―見ていないものは無視されるのか　高村優作
　空間無視は脳損傷後に生じる空間性注意の障害の一つであり，脳損傷と対側の刺激を報告・反応すること
の障害として定義される．無視空間は見えていないように思われるが，潜在的情報処理が進んでいる場合
や，刺激内容や環境，本人の気づきなどによって変化することがある．周りから見てわかりにくい症状であ
るため，空間無視の存在を見落とさないこと，本人の気づきや，心理面の様相などを注意深く観察すること
が重要である．

鏡のなかのヴィジョン　渡辺　学
　理学療法において，鏡は姿勢や動作を再学習するための治療手段としてしばしば使用される道具である．
患者が顔や全身など直視できない自らの姿を，鏡を通じて観察することで自己身体に対する気づきをもたら
すことを可能にさせる．一方で，鏡像による左右同定や運動方向の識別に混乱することや，身体イメージと
鏡像とのギャップにより落胆することをしばしば経験する．本論文では鏡に映る自己や左右の識別と，幻肢
痛の緩和や片麻痺の回復に用いられるミラーセラピーの生理学的機序の仮説を紹介し，鏡のなかに「見える」
が直接的に「見えない」身体を自己であると認知することの複雑さと，臨床での鏡の使い方について解説す
る．

ヴィジョン
見えるものと見えないもの
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EOI : essences of the issue 

動作・仕草をみる―見えるものと見えないもの　檀辻雅広
　動作・仕草を観察するときには，表面から見えるものと表立って見えないものがある．理学療法を評価か
ら治療へと臨床推論を進めていく過程において，隠れていて見えないものを見ることは非常に重要である．
本稿では，先入観をもつことの弊害と自ら主体的に観察することの有用性に焦点を当て，見えないものを見
るためにはどうすればよいのか，本質を見抜く洞察力について考える．

痛みをみる―自己の痛みと他者の痛み　池田耕二
　痛みは主観的・個人的不快情動体験である．痛みの原因は身体組織の損傷だけではない．痛みが継続する
慢性痛の場合には，①　運動・身体活動と休養，②　睡眠，③　栄養・食事行動，④　排泄，⑤　ストレス，⑥　社
会的なかかわり，⑦　生活史の 7項目に，孤独ストレスや苦悩，理学療法士の治療態度やかかわり方なども原
因に加わる．また，患者の感情・情動，苦悩，思い込み・期待・注意，共感とも慢性痛は関連していると考
えられている．このように慢性痛は多様なものから形成され複雑な様相を呈する．そのため慢性痛の理学療
法では，慢性痛患者の痛みを理学療法士が理解することから始まる．本稿では，慢性痛の原因の多様性を整
理し，感情・情動，苦悩，思い込み・期待・注意，共感という観点から，慢性痛の理学療法の際の理学療法
士のかかわり方や配慮，工夫を筆者の経験を踏まえ提案する．

隠れている生活をみる―患者背景を推察する　伊藤卓也
　生活期では生活機能，活動と参加，自立支援，地域づくりといった考え方やかかわりが重視されるように
なった．このため生活期理学療法では，心身機能だけでなく，患者の生活やその背景を十分に把握して介入
していかなければならない．疾患，障害，機能低下，生活環境など，「見えるもの」を十分に観察することは
もちろんのこと，その観察をもとに背景に隠れている「見えないもの」へまなざしを向け，推察していくこ
とが重要である．
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